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研究成果の概要（和文）：知的障害児者への支援の質は、彼らの地域生活をいかに支えられるかにある。本研究では、
その質の向上をめざした現任研修プログラムを作成し、それを評価する方法を開発した。
研究代表者らが作成した現任研修プログラムは、地域生活支援のために必要な家族への視点や地域における支援システ
ムの必要性を形成することに効果があることが確認された。その際に用いた研修の効果測定尺度や作業の成果物による
ポートフォリオ・アセスメントによる研修評価の仕組みについても、地域生活支援に視点をおいた研修の特徴を表し、
評価するものとなった。

研究成果の概要（英文）：We made a training session that was provided for the professional members to gain 
skills that are essential elements of the system, such as assessment and planning, plan and resource conne
ction management, and resource development skills. 
And we made the evaluation  system for the training session. Including the attitude scales, and portfolio-
assessment that these members created a diagram in order to give a concrete form to the system.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
(1)2000 年の社会福祉事業法等の改正、いわ
ゆる社会福祉基礎構造改革によって契約制
度が導入されて以降、知的障害児者への福祉
サービスの質の評価と、その向上のための方
法の開発は重要な課題となった。 
(2)ここで言う福祉サービスとは、地域生活
支援を原則としたものであり、それまで、そ
の質の検討がされることの多かった、ダイレ
クト・サービスではない。それは、知的障害
児者本人、家族、地域、制度に至る、ミクロ
からマクロへ連続した支援をおこなうこと、
いいかえれば、地域において、ケアマネジメ
ントの技法を中心とした、システムを用いて
支援をおこなうことである。 
(3)研究担当者らは、これまで数多くの知的障
害児者福祉施設職員の現任研修を手がけて
きた経験から、地域生活支援の質の向上をめ
ざした「現任研修プログラム」の開発に取り
組んでいた。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究では、まず、知的障害児者の地域生
活支援の質の向上をめざした「現任研修プロ
グラム」の作成を目的とした。 
(2)その現任研修プログラムの評価方法を開
発することを、次の目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)対象 
 本研究の対象は、知的障害児者福祉に携わ
る障害児者福祉サービス事業所職員、保育士、
幼稚園教諭、保健師に加えて行政担当者を対
象とした。また、地域としては東日本大震災
の影響を受け、障害児者福祉サービスの地域
生活支援の必要性が高まる東北地方A市とし
た。 
 
(2)手続き 
①研究開始当初、試案として作成していた
「現任研修プログラム」(4回の研修で完成す
るもの)を実施し、研修の事前事後にアンケ
ートとして、先行研究をもとにした態度尺度、
満足度尺度、自由記述による感想を得て、比
較することによって、プログラムと評価方法
の妥当性を検討する。 
②次いで、研修プログラムの評価を多方面か
ら行うために、研修受講者による地域支援シ
ステム構築を目指したワーキングを行い、そ
こでの作成物(地域資源把握のためのマップ、
説明資料やシステム図など)を用いたポート
フォリオ・アセスメントを実施した。 
 
(3)倫理的配慮 
 本研究の実施にあたり、研修プログラムの
実施を担当した研究分担者の所属する東北
福祉大学研究倫理審査委員会の承認を得た。 
 
４．研究成果 
(1)「現任研修プログラム」の妥当性につい

て 
 検討に用いた研修プログラムの概要は下
表の通りである。 
 
      表 1 研修プログラムの内容 

• 第 1回：地域支援システムの必要性 
• 講義 
• 演習：現状の社会資源とのか

かわり・エコマップの作成 
• 第 2回：地域支援のための相談技術 

• 講義 
• 演習：模擬事例を用いた相談

場面のロールテイク 
• 第 3 回：地域支援のためのアセスメ

ント、支援計画の作成 
• 講義 
• 演習：模擬事例を用いた支援

計画の作成と必要な資源の
ネットワーク化・エコマップ
の作成 

•  第 4 回：地域支援のためのネットワ
ーク運営 

     ・講義 
     ・演習：模擬事例を用いたケア会

議の実施 
 
 この研修の前後に下記のような項目を含
むアンケートを実施した。 
 
      表 2 研修アンケートの内容 

• 研修に対する考え方 「日々の仕事
の中で自分の力量が不足していると
感じる」・・・ 

• 実践の中で困難を感じること 「①
利用者の行動が理解できず、対応で
きない」・・・ 

• サービス態度尺度 「障害児者の支
援をしていると、自分が必要とされ
ていることを痛感する」・・・ 
 

 その結果、対象とした集団内では有意な差
をもってサービス態度尺度得点が上昇し、実
践の中で困難と感じることが、直接利用者の
支援にかかわることから、家族との関係のと
り方や他機関との連携や情報共有の不備な
どに変化した。 
 また、感想の自由記述は、 

• 利用者本位の考え方の体験的理解 
• 子育て・家族支援の必要性の理解 
• 支援ネットワークの必要性の理解 

とカテゴライズされた。これらのことから、
本現任研修プログラムには、地域生活支援に
視点をおいたサービスの質の向上に、一定の
効果があるとした。（最後にまとめた表を記
載） 
 
(2)研修プログラム評価方法の開発について 
 上記の研修アンケートに用いた項目に併
せて、研修中、あるいは終了後の作業で作成
された説明資料やエコマップ、システム図な



どを用いたポートフォリオ・アセスメントを
実施した。その一例を下図に示す。 
 
この場合、研修事前に作成したエコマップ

では本人、家族と社会資源が単に結びつけら
れているにすぎず、その資源の内容も福祉サ
ービスに限られ、インフォーマルな資源には
視点が当てられていない。一方、事後に作成
したものは、資源同士のまとまり（ネットワ
ーク）が示され、同時にインフォーマルな資
源も書き込まれるようになって、確実に地域
支援に必要なシステム思考が進んでいるこ
とがわかる。 
 

（3）今後の展望 
 本研究により、地域生活支援に視点をおい
たサービスの質を、現任研修という形で向上
させられることがわかった。 
 また、態度尺度や満足度尺度などで研修の
効果を測定することにも一定の妥当性を確
認できた。それに加えて研修中や研修後の作
業で作成した成果物を用いたポートフォリ
オ・アセスメントが、研修の効果測定に利用
できる可能性を見いだした。 
 今後は、研修プログラムをブラッシュアッ
プしつつ、評価データを積み上げ、評価尺度
やポートフォリオ・アセスメントで構成する
研修評価システムをより信頼性の高いもの
にしていきたい。そのために対象を入所施設
職員などにも広げ、広範囲なデータの収集を
行う必要がある。 
 
 
研修の評価－気づき、学びの質的分析から 

 
• 利用者本位の考え方の体験的理解 

• 子どもの行動の背景にはい
ろいろな要因があることが
わかった 

• 家庭など全体を見た上で初
めて子どもの立場に立てる
と思った 

• 子育て・家族支援の必要性の理解 
• 母親自身を深く理解し、受容

していくことの大切さがわ
かった 

• 母親、父親さまざまな立場の
気持ちを考え支援していき
たい 

• 支援ネットワークの必要性の理解 
• 支援に至まで、また支援には

さまざまな糸口がある 
• 子ども、家族を多くの目で見

て、それをまとめていくこと 
 
 
 
研修の評価－ポートフォリオ・アセスメント
の例 
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事後に作成したもの１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
事後に作成したもの２ 
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